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(5) 高速走行車両による橋梁振動を解析的に評価し，車両速度が60"-'8<1 km/h を越えると応答の RMS 値が急増する
ことを明らかにし，高速走行を前提とする高速自動車国道や自動車専用道路の橋梁の衝撃係数は見直しが必要であ
ることを提言している。また，桁端伸縮装置における段差が車両・橋梁の動的応答に与える影響を評価し，床版の
衝撃係数の設定に対して検討が必要で、あることを示唆している。
以上のように，本論文は走行車両による橋梁振動の低減に対する構造改良型および減衰付加型工法の効果を系統的
に取りまとめたもので，構造工学，特に橋梁工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文とし
て価値あるものと認める。
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